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北海道大学植物園植物標本庫（SAPT）
菅原繁藏コレクションのタイプ標本

加藤ゆき恵 i

はじめに
2011 年に、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園植物標本庫（SAPT）に収蔵されている菅原繁藏

コレクションから 1 種の植物標本がタイプ指定された。また、筆者が植物園に在籍していた 2011 年度に菅原コレク
ションを整理した際に、タイプ標本である可能性が高いと考えられる標本が 1 点確認された。本稿ではこれらの標
本について報告する。

シレトコアザミ Saussurea shiretokoensis  Kadota ex Sugawara について
シレトコアザミは菅原繁藏が『樺太の植物』（菅原 1937a）で報告し、『樺太植物圖誌』第 4 巻（菅原 1940）で特

徴を記載した「新種」で、南サハリン（南樺太）の北知床半島に産するキク科トウヒレン属の草本である。しかし、
菅原によるシレトコアザミの記載（菅原 1940 : Fig.1）は和文による特徴記載のみで当時の国際植物命名規約に基づ
いておらず、長年裸名の状態であった。この「新種」について、2011 年に国立科学博物館植物研究部の門田裕一博
士が北大植物園の菅原コレクションの標本を検討し、シレトコアザミを種として正式に記載した（Kadota 2011）。

菅原（1940）によるシレトコアザミの「記載」には標本番号 13933 が引用されているが（Fig. 1）、この番号は現
在北大植物園の菅原コレクションの 5 点のシレトコアザミ標本につけられている番号（22975 ～ 22979）とは一致
していない（13933 の番号はマメ科ムラサキウマゴヤシにつけられている）。この標本番号の不一致は、菅原コレク
ションが北大植物園に移管される前、北海道教育大学函館校（整理当時は北海道学芸大学函館分校）に保管されて
いる時にシダ植物から順番に整理された際、『樺太植物圖誌』の番号とは無関係に分類順に番号が付けられ（生物学
教室 1959）、それが現在のコレクション番号となっていることによる。そのため、菅原が引用した「13993」（昭和 2. 

8. 11 採集。於，北知床半島，舟越草原地，2 点）の標本がどの標本に該当するか現在は分からないのである。また、
SAPT の菅原コレクションに収められている標本は「1927 年 8 月 10 日、北知床舟越（3 点）」「1927 年 8 月 10 日沃内」

「1927 年 8 月 19 日馬郡潭」のもので、1927 年 8 月 11 日採集のシレトコアザミ標本は SAPT には収蔵されていない。
そのため、Kadota（2011）は記載内容に最も適合する「1927 年 8 月 10 日、北知床舟越」の標本 1 点（S. Sugawara 

22976）をホロタイプ（正基準標本）に指定し、その重複標本 2 点（S. Sugawara 22975, 22977）をアイソタイプ（副
基準標本）としている（Fig. 2）。

なお、SAPT に収蔵されている菅原繁藏採集の未整理標本の中に、標本番号と種名が『樺太植物圖誌』と一致する
イネ科標本があることを 2011 年に確認したが、この標本は新聞紙に挟まれた状態で標本ラベルはなく、採集情報は
新聞の表面に書かれているのみであった。また、『樺太植物圖誌』1 巻（菅原 1937b）には、新聞に挟まれた状態の
標本群の前に座る菅原の写真が掲載されており、当時は未添付状態で標本を保管していたと推察される。そのため、
現在の菅原コレクションに付されている標本ラベルは、北海道教育大学函館校で新たに標本番号をつけて整理され
た際に作られたものと考えられる。　

コウヤグミ（ヌマジリグミ） Elaeagnus numajiriana Makino について
コウヤグミ（ヌマジリグミ）は牧野富太郎により新種記載されたグミ科グミ属の落葉小高木で、紀伊半島を中心

に分布し、東は三重県、西は四国にわたる（Makino1926、籾山 1989）。種小名 numajiriana とヌマジリグミという
別名は採集者の沼尻 好への献名である。原記載文では標本の産地と採集者名及び生育段階（Prov. KII, Mt. Koyasan: 

T.Makino! sterile. Yoshimi, Numajiri! Flowers and fruits; Prov. ISE, Mt. Komono: T. Makino!）は書かれているものの、ホロ
タイプに相当する標本が指定されていない（Fig. 3）。

SAPT の菅原コレクションに含まれるコウヤグミの標本（現在の菅原コレクションの標本番号 16233）は沼尻 好が
1920 年 5 月 24 日に和歌山県高野山で採集したもので、通常の標本ラベルの他に、種名及び採集情報が墨字で書か
れた紙片が付属している（Fig. 4）。このような紙片が付属している標本は菅原コレクション内でこれまでに確認さ
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れておらず、また、採集者である沼尻の名前が種小名、別名として用いられていることから、種の命名に関する標
本である可能性があると考え、文献等の調査を行った。

文献調査の結果、先に述べたようにコウヤグミの記載文（Makino 1926）には、（1） 紀伊高野山：牧野富太郎採集
（ステライル）、（2） 紀伊高野山：沼尻 好採集（花と果実）、（3） 伊勢菰野山：牧野富太郎採集、の 3 種類の標本が引
用されていることが分かった。牧野による記載文の発表は 1926 年であることから、1920 年に沼尻 好が和歌山県高
野山で採集したコウヤグミの標本は、上記の（2）の標本の条件に相当すると考えられる。

また、牧野富太郎の標本が数多く収蔵されている首都大学東京牧野標本館（MAK）のタイプ標本データベースを
確認したところ、1921 年 5 月 22 日に沼尻 好によって紀伊高野山で採集されたコウヤグミの標本が、シンタイプ（等
価基準標本）として登録されていた。牧野標本館の標本にも、菅原コレクションと類似の形態の、種名等が墨字で
書かれた紙片が付随していた（2012 年 10 月確認：「牧野標本館タイプ標本データベース」http://ameba.i.hosei.ac.jp/

bidp/makinocd/makino/prep_j/MAK199186.html）。
牧野富太郎による記載文に標本の採集年月日が記載されていないため確定はできないが、牧野標本館の標本と同

様に、採集地、採集者が記載文と相違がないこと、また、タイプ標本であることを窺わせる紙片が付属しているこ
とから、菅原コレクションに所蔵されている Fig. 4 の標本は、コウヤグミのシンタイプ標本のうちの 1 枚である可
能性が高いと考えられる。

菅原コレクションの中では現時点で沼尻 好採集の標本は和歌山県で採集されたものを中心に 60 点以上あること
が確認されているが、牧野富太郎採集のものはこれまでに確認されていない。コウヤグミを含む標本の交換・寄贈
が菅原と沼尻の間でなされたものと推察されるが、その経緯や実態については更なる検討が必要である。

今後の課題
菅原繁藏採集のまとまったコレクションは他に、菅原の死後、子息の寒川光太郎により寄贈された標本群が市立

函館博物館に収められている。この中には樺太産の標本も多数あるが、シレトコアザミの標本は含まれていない（市
立函館博物館 1996）。また、北大植物園の菅原コレクションには齋藤知賢、沼尻 好など、菅原以外が採集した標本
が多く含まれるのに対し、市立函館博物館の標本はほとんどが菅原自身による採集のようである（市立函館博物館 

1996）。なお、市立函館博物館の菅原標本は、他のコレクションとまとめて、分類順に標本番号がつけられており、
やはり『樺太植物圖誌』の番号とは一致していない。また、日本国内では江差高校にも標本約 5000 点が納められた
とされているが（宗像 1998）、現時点での所蔵は不明であり、標本群の特徴も分からない。樺太庁博物館に残され
た菅原の標本は現在でもサハリンで保管されているという。

北大植物園に収められている菅原コレクションは、菅原自身が函館に保管されることを希望していたものの、諸
般の事情により北海道大学に移管されたものである。この中にはシレトコアザミの他にも、菅原が「記載」した植
物の標本が多数含まれる。これらの標本の実態を明らかにし、植物分類学者による検討が可能な状態にすることが
必要である。
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Fig. 1　菅原（1940）によるシレトコアザミの「記載文」。昭和 2 年 8 月 11 日に北知床半島舟越草原他で採集した標本 2 点（標本番号はい
ずれも 13993）が資料として引用されている。

Fig. 3　Makino（1926）におけるコウヤグミの記載文。最後の 6 行が標本に関する記述。
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Fig. 2　Kadota（2011）で引用されたシレトコアザミのタイプ標本（1：ホロタイプ [22976]、2：アイソタイプ [22975]、3：アイソタイプ [22977]）。
標本番号は 2 つ折りにした台紙の表紙にスタンプで記され、また、標本ラベルにもメモとして記されている。各標本の右下の 2 枚のラベル

（タイプ標本情報）は筆者による。
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Fig. 4　SAPT で確認された、沼尻 好が採集したコウヤグミの標本 [16233]。北大植物園において標本整理が行われた際に、2 つ折り
の台紙の表紙から標本番号、種名、「菅原繁藏寄贈」の各部分が切り取られ、標本台紙に貼付されている。
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